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企業がその健全性と安定性を得ることは未来という可能性への参加を実現できるのである。 

 

これらは新しい技術と資本力における企業の可能性という現実が今日存在するのであり、

それらへの参加は新しい未来の創造という企業の高揚を与えるものなのである。 

 

これらはグローバリゼーションが新しい創造性という現実とともに、未来という可能性を

現実化させているのである。 

 

これらは市場原理という企業への判断が、次世代という新しい基準において存在すること

を意味するものである。 

 

これらは企業の飛躍が新しい企業基準の受け入れと企業転換において可能とできることを

意味するものである。 

 

これらは世界における新しい挑戦者たちとも対等な市場への参加を提案するものである。 

 

これら未来という不確定性への参加がその創造性における未来を有するという真実へ、企

業が自己の新しい基準を求め行うことは可能なのである。 

 

これらは新しい現実への企業の参加は必然であり、必達の必要性なのである。これらは次世

代基準への企業の転換の絶対的な必要性なのである。 

 

これらは可能性そのものであり、それらが企業へ未来という現実を与えるのである。 

 

これらは企業システムの完全な転換を求め、それら大幅な改善がより優れた企業経営への

転換を与えるのである。 

 

これらは経営者とそのチームへの新しい理解の要求であり、それらが新しい市場という要

求と必要性であることは真実なのである。 

 


